
3・15～16 さいたま新都心けやきひろば
前回につづき、東日本大震災から
の復興祈念としても開催されま
す。ランナーに力走いただくだけ
でなく、メイン会場に来場される
誰もが楽しめるイベントです。ぜ
ひお越しください。
出展物：（1）食品（2）土産品等（3）東日本大震災復
興支援としての物販・PR
出展指定時間（予定）
3月15日（土）10：00-17：00／3月16日（日）9：00-14：00
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福は
内の2月号

埼玉県上尾市シラコバト団地被災者の会ひまわりによる

東日本大震災追悼式
東日本大震災発災から三度目

の黙祷式典を開催します。同じ
想いを持つ方々のご参会を賜り
ますようご案内申し上げます。

昨年、三本の河津桜を植えま
した。一本は避難者の、もう一本
は支援者の、そしてもう一本は被災地にいる方の気
持ちが花開くようにとの願いからです。今年、三本の
桜の成長を願いつつ式を開く事にしました。同じ想
いを持つ方々のご参会を賜りますようご案内申し上
げます。
3月11日（火）14:00〜
場所：埼玉県上尾市シラコバト団地　ぞうさん公園
住所；埼玉県上尾市大字上 404－1

国道 17 号線沿いビバホーム裏手
＜第一部＞黙祷の会　14:00〜（14:46　黙祷）
＜第二部＞語らいの集い 15:30〜団地内第 2 集会室
※粗宴のご用意をしております
※雨天の場合においても集会場に変更し開催します。
※なお、現在昨年度まで使用可能でした駐車場が、今回は使用で

きません。公共交通機関をご利用いただくか事前にお問い合
わせください。

問い合わせ；シラコバト団地自治会048－607－6723被
災者の会ひまわり 橘080－3091－6215

昨年の黙祷の会の様子

想いを形に
カフェ参加者の手作り作品販売

第 12 回 With You さいたま　フェスティバル
2月7日（金）・8日（土）・9日（日）

（７日は 13:00〜16:30、8・9 日は 9:45〜16:30）
さいがい・つながりカフェ実行委員会では、毎回の
つながりカフェでおしゃべりをしながら作ってきた
作品を販売します。素敵なものに仕上がっていま
す！ 賑やかに販売していますので、どうぞ遊びに
きてください。また、他にも「つながる・ひろがる・
未来をつくる」をテーマに発表や展示がいろいろ！
バッグインバッグ・フェルト香り袋・どんぐ
り・ビーズブローチ　詳細はこちらで↓
http://www.withyou-saitama.jp/

●3月13日（木）トーク・セッション「あれから
3年、つながりをひろがりに」開催。いつも
のつながりカフェに福島、山形、新潟から
のゲストを迎えて、一緒に「今」や「これから
のこと」を話しましょう。ぜひご参加ください。

3月2日（日）11：00～14：00

北本市文化センター（ ☎048-591-7321 ）
〒364-0033 埼玉県北本市本町 1-2-1　JR 高崎線「北本駅」徒歩８分

※駐車場あります。カーナビは電話番号を設定してください。

昼食＆おしゃべりタイム、ひなまつりクイズ大会　など。
みなさんのお越しを、お土産を準備して、お待ちしていま
す！≪参加費は無料です≫
主催：一社）埼玉県労働者福祉協議会　☎048-833-8731
共催：浪江町復興支援員埼玉事務所／鴻巣“想い”

埼玉県内に避難されている方、みんなでいっぱい話しましょ

あつまれ東北人！
福玉サロンin北本
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ママカフェ＠ふくしま／こおりやま
久しぶりの福島での生活の事や、お子
さんの事、ママ自身の事も含めて、み
んなでおしゃべりしませんか？ お子
さんにはたくさんのおもちゃを、ママ
達には美味しいお茶とお菓子をご用意
して待っています。 いつ来ても、い
つ帰っても OK！ 申し込みもいりませ
ん。 お気軽にお越しくださいね♪

ままカフェ＠ふくしま
2 月 28 日（金）10:00〜12:00
3 月 28 日（金）10:00〜12:00
会場：福島市保健福祉センター 4F 第２保健指導室
ままカフェ＠こおりやま
2 月 13 日（木）10:00 〜 12:00　3 月 13 日（木）10:00 〜
12:00
会場：子育て支援コミュニティプチママン

福島県郡山市富田町大徳南 2-23　参加費  無料
主催    福島県    東日本大震災中央子ども支援センター福島窓口
協力    福島市子育て支援センター連絡会    福島市健康推進課
お問合せ先 東日本大震災中央子ども支援センター福島窓口
TEL:024-573-0150

◎イベント名：ママの楽好
祭・ママリンピック東京×
福島2014~つながるこそだ
て~
◎主 催 : 　読み聞かせボ
ランティア交流会ヒッポ　
◎日時：３月２日（土）11:00 〜
16:00
◎会場：丸の内MY PLAZA

ホール 明治安田生命ビル４Ｆ
（東京都千代田区丸の内２−１−１、JR東京駅丸の内南口から徒歩５分）

福島ママ、東京ママ、東北ママたちの思いが沢山つまったママ
たちの文化祭です。「ママとして」「女性として」「社会人として」地
域とつながり、それぞれのシーンで悩みや喜びを経験してい
るママたちのお店を子どもたちと一緒に体験できます。無料
体験コーナーや授乳・キッズスペースも設置していますので、せ
ひご家族でおいで下さい。

この事業は、福島県地域づくり総合支援事業（ふるさと・きずな維
持・総合支援事業）の助成を受けて実地します。
◎お問合せ先　ママリンピック東京×福島2014事務局090-
9291-8078（近藤）

●お待たせしました!!

第2回ミステリー列車の旅

3月29日（土）
集合　　JR大宮駅西口イベント広場
集合時間　　大 宮 駅　午前7時15分
発車時間　午前7時46分
参加費　　大人：3,000円（高校生以上）

小人：1,000円（小学生・中学生）
※参加費には弁当、飲物など全て込みの料金です。
※就学前の幼児は無料ですが、座席が必要な場合は子
供料金となります。
募集定員　　55名
行先　　行先は当日まで秘密です。
受付　2月24日（月）午前10時〜3月7日（金）午後5時まで

（期日前でも定員になり次第締切ります）
申し込み：一社）埼玉労福協TEL048-833-8731

●埼玉県日高市の有名牧場で
「家族でバーベキュー」交流会

4月5日（土）10:30-
会場　　「レストランサイボク」バーベキューホール

埼玉県日高市下大谷沢546
ナビ設定は「電話042-985-4272」

参加費　　大人：500円（高校生以上）
小人：無料（小学生・中学生）
※飲物は個人負担となります。

※素敵な賞品が当たる抽選会もあります。
募集定員　　180名
受付　3月3日（月） 午前10時

〜3月28日（金） 午後5時まで
（期日前でも定員になり次第締切ります）

申し込み：一社）埼玉労福協TEL048-833-8731

春休みは家族でミステリー列車？「サイボク」でバーベキュー？

イラスト

イラスト

◆
で
き
る
だ
け
遠
く
に

2
0
1
3
年
11
月
29
日
、北
海
道

の
受
け
入
れ
支
援
団
体「
北
海
道

N
P
O
被
災
者
支
援
ネ
ッ
ト
」「
み
ち

の
く
会
」に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

「
北
海
道
N
P
O
被
災
者
支
援
ネ
ッ

ト
」は
、支
援
活
動
を
行
う
北
海
道

内
の
N
P
O
・
各
種
団
体
と
の
連
携

を
図
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
団
体

で
す
。
ま
た
、「
み
ち
の
く
会
」は
、

被
災
避
難
者
自
身
に
よ
る
、自
助
組

織
。
幅
広
い
避
難
者
の
ゆ
る
や
か

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
ま

す
。北

海
道
に
は
、2
0
1
1
年
6
月

～
夏（「
炉
心
溶
融（
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン
）の
正
式
発
表
後
あ
た
り
）か
ら
、

毎
月
100
人
単
位
で
避
難
し
て
く
る

方
が
増
え
、
現
在
、3
0
0
0
人
近

い
方
が
避
難
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
全
体
の
約
7
割
が
福
島
県

の
方
。
そ
の
う
ち
、区
域
内
の
方
は

10
%
程
度
。
宮
城
県
や
関
東
か
ら

の
避
難
者
も
多
い
こ
と
も
特
徴
の

ひ
と
つ
で
す
。

北
海
道
に
来
ら
れ
る
方
は「
で
き

る
だ
け
遠
く
に
行
き
た
い
」と
い
う

思
い
を
持
っ
て
い
る
方
が
多
い
、と

小
祝
美
雪
さ
ん（
宮
城
県
→
北
海
道

に
避
難
）は
言
い
ま
す
。
里
帰
り
と

い
う
方
も
、多
い
そ
う
で
す
。
北
海

道
の
土
地
柄
か
、「
誰
で
も
ウ
ェ
ル

カ
ム
」と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
、「
福

島
も
宮
城
も
関
東
か
ら
も
、区
切
ら

な
い
」と
い
う
フ
ラ
ッ
ト
な
場
を
作

っ
て
く
れ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

◆
「
沈
黙
す
る
勇
気
」

2
0
1
1
年
は
、ど
こ
の
地
域
か

ら
転
居
し
た
と
し
て
も
、必
ず
行
政

の
窓
口
で
ひ
と
言「
避
難
し
て
来
た

の
で
す
か
」と
声
を
か
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
で
も
、借
上
げ
の
新
規
受

け
入
れ
が
終
了
し
て
か
ら
は
、「
避

難
で
す
か
」と
聞
か
れ
る
こ
と
は
な

く
、
行
政
の
窓
口
で
も
、「
転
居
扱

い
」に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
か
。
で

も
、今
な
お
、『
避
難
』や『
移
住
』と

い
う
形
で
北
海
道
に
移
り
住
ん
で

い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
は
ず
―
―

小
祝
さ
ん
は
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
維
持
さ

れ
て
い
る
の
は「
政
治
的
な
こ
と
に

は
立
ち
入
ら
な
い
」「
行
政
と
の
連

携
を
大
切
に
す
る
」「
原
発
の
こ
と

を
あ
ま
り
言
わ
な
い
」と
い
っ
た
、小

さ
な
配
慮
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
、

と
小
祝
さ
ん
は
分
析
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、原
発
の
こ
と
を
語
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、「
言
い
回
し
」に
気
を

配
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
感
情
を
込

め
て
し
ま
う
と「
個
人
の
話
」に
な

っ
て
し
ま
う
。
淡
々
と
話
す
こ
と
に

よ
っ
て
、「
広
い
問
題
で
あ
る
」と
い

う
こ
と
を
伝

え
ら
れ
る
―

―
そ
の
よ
う

に
、
気
を
つ

け
て
い
る
そ

う
で
す
。

似
た
よ
う

な
こ
と
を

「
み
ち
の
く

会
」の
代
表

で
あ
る
本
間

紀
伊
子
さ
ん（
宮
城
県
→
北
海
道
に

避
難
）も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、そ
れ

を「
沈
黙
す
る
勇
気
」と
表
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
細
か
い
気
配
り
を
し

な
が
ら
、と
に
か
く「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
」だ
け
に
注
力
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、今
の「
み
ち
の
く
会
」が
あ
る

と
言
い
ま
す
。

◆
自
分
で
選
択
す
る
こ
と
が
自
立

「
そ
こ
に
居
る
人
ひ
と
り
ひ
と
り

を
尊
重
し
た
い
」と
本
間
さ
ん
は
言

い
ま
す
。「
と
く
に
、放
射
性
物
質

に
対
す
る
危
険
性
の
認
識
の
違
い

が
あ
る
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
心
と
身

体
の
選
択
を
尊
重
し
た
い
」と
も
お

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、『
支
援
』と
は
何
か
、『
自

立
』と
は
何
か
―
―
と
い
う
お
話
も

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「『
し
て
く
れ
る
』だ
け
に
し
た
く

な
い
」「
自
分
た
ち
の
こ
と
だ
か
ら
」

と
本
間
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
ま
た
、

小
祝
さ
ん
は「
支
援
が
あ
る
か
ら
弱

く
な
る
面
も
あ
る
」と
言
い
ま
す
。

そ
ん
な
葛
藤
の
中
で
、「
何
が
自

立
か
」と
い
う
の
も
、大
き
な
テ
ー

マ
だ
と
言
い
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
、

自
立
の
受
け
止
め
方
が
違
う
の
で
、

「
自
分
で
自
分
の
こ
と
を
、何
か
選

択
す
る
こ
と
が
自
立
で
は
な
い
か
」

と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
た

と
え
ば
、生
活
保
護
を
受
け
る
か
ど

う
か
を
自
分
で
判
断
す
る
、と
い
う

こ
と
も
、『
自
立
』で
す
」と
本
間
さ

ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
人
が

「
ど
う
し
た
い
か
」そ
れ
を
応
援
す

る
こ
と
が「
支
援
」で
は
な
い
か
―

―
そ
う
、本
間
さ
ん
は
お
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

◆
『
つ
な
が
り
』
の
現
状

「
3
年
を
前
に
、『
つ
な
が
り
』は

い
い
こ
と
か
―
―
」と
い
う
本
間
さ

ん
の
言
葉
が
、心
に
残
り
ま
す
。
そ

れ
は
お
そ
ら
く
、こ
の
3
年
で
、ひ

と
り
ひ
と
り
の
抱
え
る
問
題
が
次

の
段
階
に
う
つ
り
、全
員
一
緒
に
語

れ
る
問
題
が
少
な
く
な
っ
た
現
状
を

投
げ
か
け
た
言
葉
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

一
方
で
、小
祝
さ
ん
の
言
葉
も
、

心
に
残
り
ま
す
。

「
本
当
に『
つ
な
が
り
』が
必
要
な

人
こ
そ
が
、つ
な
が
っ
て
い
な
い
ん

で
す
」

今
後
の
支
援
の
在
り
方
を
、さ
ま

ざ
ま
な
側
面
か
ら
、今
一
度
、
立
ち

返
っ
て
考
え
な
く
て
は
―
―
と
、
深

く
感
じ
た
1
日
で
し
た
。

（
編
集
部
・
伊
藤
）

県
外
区
域
外
避
難
の
今
北
海
道
編

新
潟
・
山
形
に
続
い
て
、今
号
の「
県
外
区
域
外
避
難
の
今
」は
北
海
道
。

「
み
ち
の
く
会
」と
い
う
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
の
も
と
に
、「
北
海

道
N
P
O
被
災
者
支
援
ネ
ッ
ト
」「
う
け
い
れ
隊
」「
む
す
び
ば
」
な
ど
、

道
内
各
地
の
支
援
団
体
が
繋
が
っ
て
い
ま
す
。「
北
海
道
N
P
O
被
災
者

支
援
ネ
ッ
ト
」の
金
栄
知
子
さ
ん
に
ご
案
内
し
て
い
た
だ
き
、北
海
道
に

お
け
る
県
外
区
域
外
避
難
の
今
を
取
材
し
ま
し
た
。。

お茶っこふるさと会（久喜市）がスタートしました!!

久喜市に避難している木幡さんを中心に、昨年から開催されていた≪お茶会≫です。2月か
ら毎月第4水曜日に定例開催します。富岡町・浪江町・大熊町などの方が、毎回10〜15名が
参加しています。会場は「ネット21久喜事務所（久喜市本町2-1-59　池田ビル1階）」です。2月
は26日（水）午前10時〜正午です。近隣に避難されている方、ぜひお越し下さい。

7ページのクイズの答え　→　C の絵がスズメです。（出典；岩波科学ライブラリー『スズメ』）
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5

加
須
市
に
あ
る
旧

騎
西
高
校
は
、
２
０

１
３
年
１
２
月
末

に
避
難
者
は
「
０
」

と
な
り
ま
し
た
。
避

難
し
て
い
た
方
々

は
、
福
島
県
内
や
加

須
市
周
辺
に
新
た

な
居
住
地
を
求
め

生
活
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
旧
騎
西
高

校
の
生
徒
ホ
ー
ル
で
は
、
町
民
が

気
軽
に
集
ま
り
、
情
報
交
換
や
悩

み
を
話
し
合
え
る
「
場
」
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

双
葉
町
社
会
福
祉
協
議
会
加
須

事
務
所
（
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）
は
、
事
務
所
開
設
と
同

時
に
、
今
ま
で
騎
西
高
校
で
行
っ

て
い
た
「
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
」
を

月
曜
日
・
水
曜

日
・
金
曜
日
で
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
火
曜

日
・
木
曜
日
を
、
町
民
同

士
の
趣
味
の
会
（「
編
み

物
教
室
」「
ミ
シ
ン
教
室
」

他
）
な
ど
の
活
動
が
出
来

る「
地
域
交
流
の
場
」「
誰

で
も
集
え
る
場
」
と
し
て

開
放
し
て
い
ま
す
。

そ
の「
開
放
日
」の
火
曜

日
・
木
曜
日
、
生
徒
ホ
ー

ル
で
双
葉
町
の
鵜
沼
さ
ん
が
行

っ
て
い
た
「
カ
フ
ェ
」
を
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
カ
フ
ェ
」
と
し
て
、
ま

た
生
協
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
開
催
し
て
い
た
「
お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」を「
昼
食
会
」と

し
て
、
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
２
０

１
４
年
１
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

ま
た
、
毎
週
火
曜
日
・
木

曜
日
に
、
双
葉
町
の
保
健
師

さ
ん
に
よ
る
「
健
康
相
談

（
血
圧
測
定
等
）」
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

地
域
の
様
々
な
人
た
ち

と
協
力
し
な
が
ら
、
双
葉
町

の
人
達
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
地
域
か
ら
避

難
し
て
き
て
い

る
方
々
や
、
加

須
市
在
住
の
方

も
加
わ
っ
た
、

文
字
通
り
「
地

域
の
交
流
の

場
」
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
見
守
っ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
世
代
を
超

え
て
、
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
場
所
と
し
て
進
め
て
行
く
た

め
に
も
、
み
な
さ
ん
の
知
恵
を
お

借
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
コ
ー
プ
み
ら
い
埼
玉
県
本

部
／
編
集
部
・
福
岡
）

地
域
の
新
た
な
交
流
の
場

双
葉
町
社
協
加
須
事
務
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
フ
ェ
＆
昼
食
会

映画上映会
一部、二部

監督：堀切さとみ

2月17日（月）10:00〜-12:00 無料

市民プラザかぞ3Ｆ多目的ホール
上映後：Fカフェ　珠寿の鵜沼さんのトーク
主催　パルシステム埼玉・Fカフェ珠寿

皆様、避難生活もまもなく三度目のあの日を迎える時期
となりましたが、いかがお過ごしですか？

個人の賠償は10回目までの案内もきましたが、進捗具合
は如何でしょうか？…避難元、自治体、区域により状況も異
なり、皆様それぞれ色々と思うことがあるかと思います。

あちらこちらで益々盛んに弁護士・司法書士相談会が開
催されたり、色々な情報が交錯したりしておりますが、まず
はきちんと東京電力の補償相談担当者から、賠償に関してつ
いて伺ってみませんか？第4次追補もでて、今後の見通し等
もどうなるのやら？！なにせ、難しいことも多いし、時間の
経過と共に忘れているものもあるかも…。

今回も鴻巣市で開催していたように個別相談会とさせて
頂きます。弁護士・司法書士・税理士の方にご相談を考えてい
る方がいらっしゃいましたら、同伴して頂いて構いません。

(※ＡＤＲ未提出の方に限りますので、ご注意ください。)
ぜひ、申請書の手続きをされる代表の方を始め、ご家族揃

ってご参加ください。
埼玉県鴻巣市　篠原　美陽子（福島県浪江町出身）

※個別相談会ですご予約に合わせて当日お部屋までご案内
させていただきます。
＊弁護士・司法書士・税理士の方の同伴可（ADR未提出の方に
限りますので、ご注意ください。）
■説明者　東京電力福島原子力補償相談室　埼玉補償相談
センター
■持ち物　 該当請求書一式　
※老眼鏡が必要な方は忘れずにお持ちください
※名寄せ・登記簿などをお持ちの方はご持参ください。
■予約　準備の都合上、予約制です。先着16組まで。
連絡先：篠原090-3981-3258　345shinohara@ezweb.ne.jp な
るべくメールでご連絡を

同時開催　福玉サロン →1ページ参照

●昼食、飲物、お菓子をご用意してお待ちしております。　
●福玉サロンのみの参加も可能です（要予約）
◎北本文化センターには、図書館・プラネタリウム・公園も併
設されています。

●要介護者に追加賠償のお
知らせ

ご存知の方もいらっしゃるかと思
いますが、東京電力は、2014年1月17
日、避難区域の要介護者や障がい者に
対し、月1〜2万円の追加賠償をする、
と発表しました。要介護者のお世話を
する人にも、要介護認定や障がいの程
度に応じて、ひとり月額1万円を支払
うとしています。

対象区域は南相馬市の特定避難勧
奨地点を含む避難区域、伊達、川内両

市村の特定避難勧奨地点、旧緊急時避
難準備区域、旧屋内退避区域と南相馬
市の一部です。
対象期間はおおむね原発事故が起き
た平成23年3月11日からで終期は区域
によって異なります。終期の最長は避
難区域の25年11月30日まで。この区域
は避難 指示解除時期を考慮し、その後
の追加賠償にも応じるとしています。 

その他の区域は避難指示解除に伴
い終了した賠償の終期までで、昨年11
月30日時点での要介護状態の段階に
応じて賠償額を決めます。

浪江町は17日、要介護者や要介護者
のお世話をする人だけではなく、新た
に、妊婦や乳幼児を世話する避難者ら
にも賠償額を追加するよう東電に求
めると発表しています。

●区域外避難（自主的避難）
のADRのお知らせ

こちらもすでにご存知の方もいら
っしゃるかもしれませんが、避難区域
外の方も原子力紛争解決センターで
ADR申し立てができます。

自主的避難等対象区域の、一律の精
神的賠償は2012年8月で打ち切られて
しまいました。実際にかかった避難費
用、新しく生活を立て直すための出
費、自宅の除染費用、家族再会ための
交通費等の、せめて何割かでも取り戻
すために、避難区域外の方も、ADRの申
し立てを行い、賠償金を勝ち取ってい
ます。

文部科学省のホームページ上で、和
解事例（※1）がいくつも公表されてい
ます。その事例の件名に避難元の地名
も含まれているので、ぜひ参考にして
みてください。

（※1）文科省ホームページ「和解事例」
http://www.mext.go.jp/a_menu/genshi_baisho/j
iko_baisho/detail/1334641.htm

政府出資の原子力損害賠償支援機構による
原子力損害賠償の説明会の開催のお知らせ
2 月23 日〈日〉
大宮ソ二ツクシティ（大宮駅徒歩5分）

弁護士・不動産鑑定士による原子力損害に関する説明会を開
催致します。宅地・建物・田畑に関する賠償のご相談をはじめ、
原子力損害における様々なご相談に対応致します。
●第１部：説明会　10:00~ 12 :0 0
避難指示区域〈帰還困難区域・居住制限区域・避難指示解除準
備区域〉に宅地〈借地権を含む〉・建物・田畑を所有等している
方々を対象にした宅地・建物・田畑の賠償に関するご説明
●第2部：個別相談　13:00〜16:00
原発事故よにり損害を受けた方全員が対象です。（自主避難含む）

※無料個別相談は1 回1 時間以内、継続相談も無料です。
第１部、2部両方とも要事前予約　0120-330-540

・予約受付時間9:00 ~ 17 :00 (年中無休)

就職相談（キャリアカウンセリング）
埼玉県キャリアセンターブランチ等事業

県内の７市（所沢、草加、川越、加須、春日部、深谷、秩父）
及び事務局（さいたま市中央区）で、 全年齢の求職中の方を
対象に、専任の就職相談員（キャリアカウンセラー）が、就
職相談やセミナーのご案内など、就職・再就職・転職などに
向けたサポートを個別に行っています。

今の仕事についての悩み相談は勿論のこと、未就職・離
職中の方にはこれまでの経験や希望に応じた仕事探しの
アドバイスから、求人情報の提供・面接対策、長期就業のフ
ォローまで、就職に関するきめ細やかなトータルサービス
を提供します。

相談時間は一人４５分。対象は全年齢。
また、就職支援セミナーも各地で開催しています。

電話にてお問合せください。048-601-2229
主催：埼玉県および上記7市等 2014/01/18 福島民報WEB版 より

東京電力による賠償相談会
3月2日(日)9:30-17:00(1コマ90分の予約制)　

北本市文化センター（北本市中央公民館）　個室 JR高崎線　北本駅西口より徒歩7分

イラスト

イラスト
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本誌の印刷は、『富士ゼロックス埼
玉 端数倶楽部』（社員ボランティ
ア）の皆様に全面的にご協力いた
だいております。

ありがとうございます！

ありがとうございます！

「赤い羽根共同募金の災害ボラン
ティア・ＮＰＯ活動サポート募金」
（ボラサポ）の助成金をいただい
て、発行しています。

●
み
ん
な
で
決
め
る
と
い
う
こ
と

こ
の
仮
設
住
宅
で
よ
り
良
く

生
活
を
し
て
い
く
か
の
た
め
に
、

自
治
会
長
と
し
て
最
初
の
1
年

間
は
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
は
、様
々
な
こ
と
が
う
ま
く
回

り
出
し
て
、私
は
何
も
や
っ
て
い

ま
せ
ん
（
笑
）。

震
災
前
、富
岡
町
に
い
た
と
き

は
、
区
長
を
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
経
験
が
今
回
の
震
災
で

生
き
た
と
思
い
ま
す
。人
々
を
良

い
方
向
に
ま
と
め
て
い
く
こ
と

の
本
質
は
、そ
う
変
わ
る
も
の
で

は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

今
ま
で
と
違
う
場
所
で
、違
う

人
々
と

で
し
た
が
、
自
治

会
長
と
し
て
弱
い
者
、高
齢
者
を

守
る
と
い
う
一
点
は
、譲
り
ま
せ

ん
で
し
た
。そ
の
た
め
に
ど
う
や

っ
て
力
を
合
わ
せ
て
い
く
か
。そ

れ
は
、
何
を
や
る
に
も
、
み
ん
な

で
決
め
て
い
く
、別
な
言
い
方
を

す
る
と
、全
員
に
参
画
し
て
も
ら

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
長
と
し
て
や
ろ
う
と
す
る
こ

と
を
、い
き
な
り
皆
に
押
し
付
け

な
い
で
、問
い
か
け
る
こ
と
か
ら

何
事
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
そ
う
す
る
と
、
自
分
な
ら

こ
う
す
る
と
、誰
も
が
良
か
れ
と

思
う
こ
と
を
考
え
ま
す
よ
ね
。そ

れ
が
人
間
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。人
間
と
し
て
有
す
る
力

を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
作
り
は
、マ
ニ
ュ
ア
ル

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
、

集
ま
っ
た
人
間
の
顔
が
違
う
よ

う
に
、そ
の
場
に
集
ま
っ
た
人
達

の
気
持
ち
を
動
か
さ
な
い
と
生

ま
れ
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す
。私

は
、「
年
寄
り
を
守
る
た
め
に
」を

大
切
に
し
、こ
こ
の
町
民
や
行
政

と
正
面
か
ら
向
き
合
う
と
い
う

姿
勢
だ
け
は
、崩
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
意
見
が
食
い
違
っ
た
時
は
、

そ
の
方
と
真
剣
に
対
話
し
て
き

ま
し
た
。
自
分
の
言
葉
で
語
っ

て
、決
し
て
曖
昧
に
し
て
来
な
か

っ
た
つ
も
り
で
す
。
そ
の
結
果
、

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。高

齢
者
の
見
守
り
も
、町
民
が
交
代

で
や
る
。
自
分
達
の
安
全
は
、
自

分
た
ち
で
守
る
し
か
な
い
。誰
か

が
守
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
た
瞬

間
に
、崩
れ
て
行
く
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。仮
設
住
宅
で
発

生
し
た
問
題
は
会
長
が
解
決
す

る
の
で
は
な
く
、皆
の
問
題
に
し

て
行
く
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。

●
も
と
の
暮
ら
し
に
戻
る
っ
て

…

み
ん
な

「
も
と
の

暮
ら
し
を

取
り
戻
し

た
い
」
と

い
い
ま

す
。
で
は
、

「
も
と
の
暮
ら
し
…
」
と
は
何
か

と
考
え
て
み
る
と
、私
に
と
っ
て

そ
れ
は
「
世
代
交
代
が
で
き
る

（
人
や
地
域
が
育
っ
て
い
く
）
こ

と
」で
す
。そ
う
だ
と
す
る
と
、本

当
に
こ
の
場
で
は
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
…
私
は
で
き
る
と

思
う
の
で
す
。

国
や
東
電
へ
不
平
不
満
を
言

い
続
け
る
毎
日
か
ら
、も
と
の
暮

ら
し
の
中
で
や
ろ
う
と
し
て
い

た
こ
と
に
向
き
合
っ
て
、今
の
環

境
を
活
用
し
て
や
れ
る
こ
と
を

進
め
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
「
自

立
」
へ
の
道
だ
と
思
い
ま
す
。
失

っ
た
故
郷
の
環
境
や
家
は
も
う

戻
っ
て
来
な
い
、ふ
る
さ
と
で
や

ろ
う
と
し
た
こ
と
ま
で
、失
っ
て

ほ
し
く
な
い
と
…
…
。

ま
た
、働
く
こ
と
が
必
要
な
ら

…
と
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

東
北
は
復
興
バ
ブ
ル
で
す
、ま
し

て
、住
宅
関
係
の
建
設
は
人
手
が

足
り
ま
せ
ん
。こ
の
仮
設
か
ら
も

多
く
の
方
が
私
に
立
ち
上
げ
た

会
社
で
働
く
こ
と
を
は
じ
め
ま

し
た
。復
興
住
宅
も
こ
の
仮
設
に

作
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し

た
。ど
こ
で
も
意
思
が
あ
れ
ば
で

き
る
ん
で
す
。（
コ
ー
プ
み
ら
い
埼

玉
県
本
部
／
編
集
部
・
福
岡
）

「
問
い
か
け
」で
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

大
玉
村
安
達
太
良
応
急
仮
設
住
宅
　
鎌
田
光
利
さ
ん

約
２
０
８
戸
、１
９
４
世
帯
が
居
住
が
避
難
生
活

を
送
ら
れ
て
い
る
い
大
玉
村
の
安
達
太
良
応
急

仮
設
住
宅
の
自
治
会
長
の
鎌
田
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

福玉便りのお届け作業を一緒に
やってくださる方、大募集
3月6日（木）13:30-16:00ごろ可能な時間で。
場所：埼玉労福協
福玉便りの発送は、編集部の
面 で々ばたばたやっています。
手も動かしますが、口のほうが多
く動いていると言われています。
もし、一緒に作業してくださる方がいらっしゃっいましたら、
ご連絡おまちしてます。労福協048-833-8731まで。

福
島
か
ら

「弱い者、高齢者を守るという一
点は、譲りませんでした」

第
3
回
広
域
避
難
者
支
援
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
in
東
京
に
参
加
し
ま
し
た

東
日
本
大
震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク（
＝
J
C
N
）は
、全
国
に
避
難
さ

れ
て
い
る
方
々
を
支
援
し
て
い
る
団

体
、避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
に
よ
る
自

助
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、具
体
的
な
取

り
組
み
や
支
援
手
法
・
ア
イ
デ
ア
等
の

情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
全
国
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

11
月
18
日（
月
）、そ
の
東
京
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
第
3
回
に
参
加
し
ま
し
た（
東
京

都
生
協
連
会
館
／
東
京
都
中
野
区
）。

最
初
に
、東
京
都
荒
川
区「
町
屋
6
丁

目
ミ
ニ
サ
ロ
ン
」／
東
京
都
武
蔵
野
市

「
む
さ
し
の
ス
マ
イ
ル
」／
東
北
の
絆

サ
ロ
ン
F
M
I

会
／
鷺
宮
都
営
住
宅
自

治
会
の
4
団
体
の
報
告
か
ら
。そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
の
設
立
の
経
緯
、運
営
の
し

か
た
、今
後
の
こ
と
な
ど
を
4
団
体
の

代
表
が
お
話
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
4
団

体
の
共
通
点
は
、各
自
治
体
の
社
会
福

祉
協
議
会（
以
下
、「
社
協
」）が
サ
ロ
ン

運
営
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
。ど
の
地
域
の
報
告
に
も
社
協
の

名
前
が
出
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、社
協

は
、そ
の
自
治
体
の
支
援
し
か
で
き
な

い
と
い
う
縛
り
が
あ
る
た
め
、市
や
区

を
超
え
た
繋
が
り
を

作
る
た
め
に
、避
難
さ

れ
た
当
事
者
の
方
の

運
営
に
切
り
替
え
た

団
体
も
あ
り
ま
し
た
。

鷺
宮
都
営
住
宅
自
治

会
は
、自
治
会
と
民
生

委
員
が
タ
ッ
グ
を
組

み
、血
圧
計
を
持
っ
て
一
軒
一
軒
訪
問

し
て
い
る
そ
う
で
す
。む
さ
し
の
ス
マ

イ
ル
は
、11
月
3
日
に
広
域
交
流
会
を

開
催
。そ
こ
で
、た
っ
た
100
メ
ー
ト
ル
先

の
近
所
の
方
と
、2
年
半
の
年
月
を
経

て
出
逢
え
た
そ
う
で
す
。東
北
の
絆

サ
ロ
ン
F
M
I

会
は
、避
難
者
同
士
が

連
絡
を
取
り
や
す
い
よ
う
に
連
絡
網
を

作
成
し
て
い
ま
す
。町
屋
6
丁
目
ミ
ニ

サ
ロ
ン
は
、仲
間
作
り
の
た
め
に
、福
島

県
の
新
聞
を
回
覧
し
、2
年
173
回
続
け

て
き
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
今
後
の

課
題
も
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
が
心
配
。民
生

委
員
の
訪
問
／
映
画
会
の
企
画
で
解
決

し
て
い
き
た
い
」「『
楽
し
い
生
活
を
送

る
た
め
』に
頑
張
り
た
い
。助
成
金
の
使

い
方
に
幅
を
持
た
せ
て
ほ
し
い
」「
中
間

支
援
に
あ
た
る
人
が
孤
立
を
防
止
し
て

ほ
し
い
。話
せ
る
場
づ
く
り
か
ら
、行
政

へ
の
働
き
か
け
と
い
う
道
を
つ
く
り
た

い
。ゆ
る
く
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」

「
避
難
者
で
あ
り
な
が
ら
、生
活
者
で
も

あ
る
。身
近
な
情
報
も
知
り
た
い
し
話

し
た
い
」「
社
協
に
甘
え
す
ぎ
ず
や
っ
て

い
き
た
い
」

ひ
と
り
ひ
と
り
の
求
め
て
い
る
こ
と

が
違
う
の
で
、情
報
の
ハ
ブ
化
を
目
指

し
た
い
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

原
発
・
賠
償
・
住
宅
―
―「
知
り
た
い
こ

と
が
こ
こ
に
来
れ
ば
分
か
る
」と
い
う

こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

『
福
玉
便
り
』も
、必
要
な
情
報
を
得

る
一
助
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
、会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。（
編
集
部
・

伊
藤
）

『漂流フクシマ』
ドキュメンタリー映画と写真展

今年3月で、東北の震災・福島の原発事故から3年が経とうとしてい
ます。双葉町出身の映画監督が制作したドキュメンタリー映画の上映
と、ふるさとの今を伝える写真展、詩の朗読を通して、福島の人びとと、
埼玉の人びとが、思いを共にできれば・・・という願いを込め、開催され
るそうです。ぜひ、足をお運びください。

◆【映画上映】
『立入禁止区域　双葉〜されど我が故郷』（2012年99分）

監督：佐藤武光さん／ナレーター：市原悦子さん

◆【詩の朗読・ふれあいトーク】
熊川多恵子さん（双葉町出身・朝霞市在住）
2014年3月7日（金）14時
8日（土）10時・14時（2回上映）
9日（日）10時・14時（2回上映）
朝霞市立図書館　視聴覚室

◆【ギャラリー写真展】髙木成幸写真展『漂流フクシマ』―ふるさとの今
とき：2014音3月3日（月）〜9日（日）（7日間）
開催時間：9時30分〜18時（初日は13時〜）（最終日17時まで）
ところ：朝霞市立図書館　展示ギャラリー

主催：『漂流フクシマ』映画・写真展実行委員会
後援：朝霞市・朝霞市教育委員会
お問い合わせ：090-5209-9467（大野）

子どもたちの3・11
ユニセフ東日本大震災報告
写真展
2月6日（木）〜11日（火）の6日間
10:00〜19:00（最終日は15:00まで）
坂戸市文化会館ふれあ　ギャラリーA
坂戸市元町17−1　坂戸駅から徒歩15分

東日本大震災から3月11日で丸3年が経とうとし
ています。一瞬にして、たくさんの尊い命、人々の
生活が奪われました。
震災直後から新聞通信社や写真家の方たちの心
の目に映った大震災の瞬間や子どもたちを守り
ながら必死に復興に向って歩む被災地の方々の
姿を、写真1枚1枚の向こうにあるそれぞれの大切
な命と、被災を乗り越えて生きる子どもたちの
姿、そして復興への希望を、多くの方に伝えます。

主　催：埼玉県ユニセフ協会・埼玉新聞社・坂戸市
文化会館
後　援：埼玉県、坂戸市、ほか
協　力：埼玉りそな銀行・生活協同組合コープみ
らい埼玉県本部
問合せ：埼玉県ユニセフ協会　048-823-3932

答えは2ページ下に！

豆まきクイズ！

さて、

正しいすゞ めは

どれでしょう？

イラストor
写真？



 ■上尾市 10:00
12:00

 ■上尾市
10:00 12:00

■越谷市

048-989-2301

■加須市 プレーパーク
10:00 15:00  

■加須市 プレーパーク10:00
15:00  

■加須市 プレーパーク10:00
15:00  

■川越市

■ふじみ野市

13:00 16:00
090-5345-8408

■上尾市

■新座市
13:00 16:00

0

■鳩山町

■上尾市

■新座市 13:00 16:00
0

■鳩山町
049-296-1241

■越谷市

■加須市 プレーパーク

■富士見市
14:00-17:00

■さいたま市  
 048-601-3111

■加須市

■鳩山町

■さいたま市  
 048-601-3111

■草加市
048-941-6111

■草加市
11:0 17:00 
■加須市
15:00
048-829-7400(SSN)

■さいたま市 
15:00 
■鳩山町

■杉戸町

0480-31-0055 月３回木曜★

■杉戸町 
13:30 15:30  毎週木曜★

 

■上尾市

■春日部市

048-829-
7400(SSN)

■春日部市 13:30 16:00 
048-829-7400(SSN)

0480-70-0057
■川口市

■川口市　

■加須市　 10:00

■さいたま市
 

■加須市

■
■加須市

■さいたま市

■越谷市

■草加市

17:00
■さいたま市 

WithYou
048-601-3111

■加須市 10:00

048-829-7400(SSN)

■朝霞市

■所沢市

048-829-7400(SSN)

■羽生市

■北本市

★★

★★

★★

★

■加須市

080-5532-
7380

■越谷市

■さいたま市 

★★

★★

★★
■ふじみ野市

090-5345-8408

2

3 4 5
6

7 8 9

10 11 12 13

14 15

16

17 18 19

20

21 22

1 2

3 4 5 6 7 8  9 

10 11 12 13 14

15 16

17 18 19 20 21 22

23

24 25 26 27

31

1

23

24 25 26

27 28

28 29 30 

2

3

http://4
し ん さ い つ な ぐ

31279.com

 　ご希望
の方には、

   本紙を郵
送でお送り

します。


